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１．学術部の活動 

 

（公社）日本鍼灸師会全国大会 in 東京 

 

場  所：としま区民センター（オンラインとのハイブリッド開催） 

日  程：令和３年１０月２４日（日）、２５日（月） 

 

 全国から多くの日鍼会会員はじめ、医療関係者、中央官庁の方々が参加され、

シンポジウムが行われました。 

 「変わる社会、変わらぬ鍼灸～いまできることをかんがえる～」という大会テ

ーマを軸に、刻々と変わる社会の中で、古くから受け継がれてきた鍼灸を如何に

守って国家・国民の利益にするかを示されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害支援鍼灸マッサージ師合同育成講習会 

日  時：令和３年１２月１２日（日） １０：００～１２：３０ 

場  所：福岡県（オンラインとのハイブリッド開催） 

参 加 者：定池、冨田 

 

 福岡県におけるＣＯＶＩＤ－１９感染症に対する活動や、ＤＭＡＴ、ＤＳＡＭ

の活動支援について講義がありました。 
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石川県鍼灸マッサージ師会 第３回中央学術研修会 

日  時：令和４年２月２７日（日） １０：００～１２：３０ 

場  所：オンラインとのハイブリッド開催 

 

石川県鍼灸マッサージ師会 第３回中央学術研修会に参加して 

定池 寿 

 

令和４年２月２７日（日）に、石川県鍼灸マッサージ師会中央学術研修会が、ハイブリ

ッド形式で行われました。「プラセボ効果を正しく理解しよう」と題し、講師として森ノ宮

医療大学教授 山下 仁先生を招いて行われました。 

 「マンガとエビデンスでわかるプラセボ効果」ＭＣメディカ出版 山下先生原案・解説

の書籍が発売されたことによる講演でした。山下先生は、当会でも「ヒヤリハット」で講

演をお願いしています。 

「プラセボ効果」という言葉はよく聞く言葉ですが、プラセボ効果を正しく理解すれば、

医療の可能性が広がるということで講演されました。 

プラセボ効果は、「プラセボによって生じる非特異的・心理的・精神生理学的治療効果」

「患者が儀式・象徴・交流を伴う治療的行為に参加することによって生じる症状の改善」

「物質として効果のない介入がもたらす主観的不快感や美容器の改善あるいは変化」と定

義されています。つまり、効果のない治療行為によっても生体が応答して症状や所見が改

善するという事です。 

 私も大学時代に、麻酔科でレザー治療を行っている患者様に、実際はレザー照射をせず

に音だけ鳴らして治療し、患者様が「よくなった」と言われた経験が有ります。これがプ

ラセボ効果の一つと思い出しました。 

 プラセボ反応とは、治療により患者様が楽になったという中には、「治療の本当の効果」

「自然緩解」「平均回帰」「ホーソン効果」「プラセボ効果」の要因が含まれているという事

です。 

 プラセボ効果とプラセボ反応は、実際には区別がつきませんが、「自分の能力・経験を過

信しないで、プラセボ効果をはじめとする様々な要因が、症状の改善等に関わっていると

いう事を理解する必要が有ると言われていました。 

 「ノセボ効果」聞いたことが有りますか？「ノセボ効果」とは、「プラセボ効果の逆であ

り、何の効き目もないはずの処置に対して良くない印象や予想を抱くことによって起きる

良くない反応」のことです。コロナワクチン接種の副反応も「ノセボ効果」が関わってい

る可能性が有ります。 

 「プラセボ効果」「ノセボ効果」を理解する事は、大学の研究だけで使う言葉でなく、日々

の臨床において理解する必要のあることだと感じた講義でした。 

 大変良い書籍なので、皆様も購入して読んでください。 

 最後に、鍼灸マッサージ師会の皆様に感謝申し上げます。 
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2．保険部の活動 

 

全国保険部長会議 報告 

 

報 告 者：保険部長 定池 寿 

日  時：２月１３日（日） １３：００～１４：４０ 

場  所：ＺｏｏｍによるＷｅｂ会議 

 

議 事 

1．今後の方向性 令和４年改定にむけて  中村 聡副会長 

2．医療・介護専門職との連携       菅野幸治 地域ケア推進委員長 

3. 療養費関係ポイント          小林潤一郎 健保委員長 

4. 健保委員会アンケート報告       平野健一 健保副委員長 

 

① 今後の方向性について中村副会長から令和４年料金改正について、経過の報告が有っ

た。一昨年から料金の「まるめ」方式について検討がなされているが、一部保険者の理解

が得られない事等が障害になっている。往診ついて一本化の方向に向いているが、中山間

地の問題が残っている。マッサージにおいても部位別・変形徒手をまとめる方向にある。 

今後、変化の著しい社会実態の中、あはき師が必要とされるためにはどうあるべきか、役

割を担えるか等問題を解決してゆきたい。あはき師皆様のご協力が必要である。 

 

② 医療・介護専門職との連携について、アンケートの説明が有り。山梨県鍼灸師会保険

部長の活動報告などが行われた。 

連携の課題として、鍼灸師のことをどのように認識してもらうか。他職種連携に積極的に

鍼灸師会が入ってゆくことが必要との事です。 

 

③ 療養費関係ポイントについて、療養費についての説明、受領委任制度の説明、押印廃

止の説明等が詳細になされた。 

 

④ 健保委員会アンケート報告が、資料通りに行われた。 

 

療養費関係ポイントと山梨県鍼灸師会保険部長の活動報告については、パワーポイント

で資料提供されていますので、令和４年度療養費適正指導講習会にて詳細に説明したいと

思います。また、アンケートの詳細が欲しい会員は連絡ください。 
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介護支援専門員との合同研修会 オンライン研修会 

日  時：令和３年１２月１２日（日） １０：００～１２：３０ 

場  所：Ｗｅｂ開催 

 

訪問介護、マッサージ・鍼灸の機能、役割、実情等についてや、居宅介護支援専門員の

立場からのお話がありました。 

グループワークの中で、介護支援専門員の方々との接点や、鍼灸・マッサージの症例・

効果を理解、共有していただくための機会、場所作りが必要であるとの認識が共通してい

ました。今後、訪問介護に於いて、鍼灸・マッサージ師の症例・事例を知っていると、訪

問介護に取り入れ易いという意見がありました。 

 鍼灸の症例・事例の一つとして、むくみに対し、直接体表に刺さない小児鍼（擦過鍼）

を使用してむくみを改善させることができ、衛生面にも配慮できる施術であることを紹介

しました。 

 

合同療養費適正指導講習会 

日  時：令和４年１月２３日（日） １３：００～１４：００ 

配 信 先：（公社）石川県鍼灸マッサージ師会事務所 

場  所：オンラインとのハイブリッド開催 

 

 療養費についての説明や、ＤＫシステムの更新、レセプトの郵送についての説明があり

ました。 
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３．青年部の活動 

 

全国青年部長会議 報告 

 

報 告 者：青年部長 松田 朗 

日  時：１２月１２日（日） １０：００～１２：３０ 

場  所：ＺｏｏｍによるＷｅｂ会議 

参 加 者：日本鍼灸師会会長  要 信義 ・ 副会長  南 治成 

     会員相互扶助担当業務執行理事   安田政寛 

     青年委員会担当理事 新名美恵 ・ 青年委員会委員長  風間祐二 

     都道府県師会 参加者 ３３名 

議 事 

第１部 各青年部長より自己紹介と事業報告 

第２部 質問・意見の回答（パワハラ・セクハラ等に関する報告等） 

第３部 事業計画の立て方 

第４部 その他（報告連絡等） 

 

第１部 各青年部長より自己紹介と事業報告 

各青年部長より自己紹介と、事業報告がなされた。今年度も、新型コロナウイルス感染

拡大防止の観点から、事業を中止される会が多かったが、オンラインを使用した講習会や

勉強会を開催されている会があった。 

 

第２部 質問・意見の回答（パワハラ・セクハラ等に関する報告等） 

昨年、青年部長会議の中で、パワハラ・セクハラ等に関する質問があり、その回答が南

副会長からあった。 

入会者を増やす取り組みについての回答が、風間委員長からあった。 

 

第３部 事業計画の立て方 

 事業計画の立て方について、北副委員長と、秋元副委員長から解説があった。 

 

第４部 その他（報告連絡等） 

 報告連絡等については、店舗経営について、秋元副委員長と、川井東京都鍼灸師会理事

から説明があった。 

 

パワハラ・セクハラ問題について、日本鍼灸師会は、都道府県や、地方レベルでの相談

窓口を設けることを考えておられるようである。個人レベルでも、この問題について、研

修会を開いてはどうかという意見があった。 
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4.財務部の活動 

 

組織・共済保険部長会議 報告 

報 告 者：組織共済部長 上野 誠一郎 

 

日  時：1 月 30 日（日） 10：00 ～ 12：30 

場  所：ＺｏｏｍによるＷＥＢ会議 

参 加 者：日本鍼灸師会 

    要 信義（会長）、安田 政寛（副会長）、新名 美恵（組織委員会委員長）、    

    武内 潔（組織副委員長）、北 虎哲（組織委員）、森下 輝弘（組織委員） 

 

議 案 

1. 準会員募集のご協力とお願い  

2.  労災特別加入について 

3. 賠償責任保険について 

    

1. 準会員募集のご協力とお願い（武内副委員長） 

  日本鍼灸師会準会員（会費無料）の申込要件は、 

  ①鍼灸学校の学生  ②鍼灸学校の専任教員  ③免許取得後 3 年以下の鍼灸師。 

  鍼灸学校のある都道府県のうち準会員がゼロの 5 県（岩手、福島、石川、佐賀、  

  鹿児島）を重点県として開拓したい意向。希望県に準会員候補者リストを配布し、 

  日鍼会役員、委員、県師会担当者で学校を訪問し入会をお願いする。将来的に 

  日鍼会および地元都道府県師会の正会員への移行に繋げていくとの説明あり。 

 

2. 労災特別加入について（新名委員長） 

  令和 3 年 12 月 14 日労働政策審議会労災保険部会にて、あはき師の労災特別 

  加入は妥当と認められ、令和 4 年 4 月 1 日から施行予定。受付窓口は 4 団体。 

 

3. 鍼灸師賠償責任保険について（新名委員長） 

  ・「東京海上日動火災」と保障額が 3 億円や無制限のプランも交渉中。 

  ・日鍼会として「会員全員加入」を目指しており、日鍼会で未加入の会員でも、 

   柔整師会や他団体で賠償責任保険に加入してれば、申告することで「全員加入」 

   を満たすと説明があった。 

  ・将来的に日鍼会で保険の更新手続きや入金管理作業を行えるように検討中。 

  ・準会員は「三井住友海上火災」の賠償責任保険に加入。その手続きはすべて 

   日鍼会で取りおこなう。 
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５. 広報・普及部の活動 

 

県民公開講座 

食と健康から考える 未来のＩＳＨＩＫＡＷＡ健康人 

～石川の伝統食×鍼灸マッサージ×栄養～ 

 

日  時：１１月２８日 １４：００～１６：００ 

共  催：（公社）石川県鍼灸師会、（公社）石川県鍼灸マッサージ師会 

会  場：金沢歌劇座から配信、オンライン開催 参加無料 

講  師：寺尾 高明氏 油与商店 店主 

新澤 祥惠先生 （公社）石川県栄養士会 会長 

竹田 太郎先生 当会会員、竹田太郎鍼灸研究所 所長 

 

 油与商店の寺尾様からは、石川県の伝統的な食文化である、魚の糠漬け・粕漬けへの思

いを語っていただきました。 

 栄養士会会長の新澤先生からは、発酵食と腸内環境についての講義がありました。 

 当会会員の竹田先生からは、鍼灸マッサージと胃腸機能の関係についての講義がありま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

寺尾 高明氏の講演          新澤 祥惠先生の講演 

 

 

 

 

 

 

 

竹田 太郎先生の講演 
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第７回 金沢マラソン２０２１ 

日 時：１０月３１日 ８：００～１７：００ 

参加者：定池、寺本、橋本、田中 

 

 昨年は、新型コロナウイルス感染拡大防止の為オンライン開催となり、トレーナー活動

は行われませんでしたが、今年は１万人規模のランナーで、感染対策をしっかり行いなが

ら開催されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 りくつなケアネット金澤研修会 

日 時：２月８日 １９：００～２０：３０ 

配信元：（医）博友会金沢西病院 

場 所：オンライン（Zoom） 

テーマ：在宅における食支援 ～言語聴覚士からのアプローチ～ 

講 師：かがやきクリニック 言語聴覚士 金沢 一恵先生 

参加者：冨田 

 

嚥下障害について講義されました。在宅医療の臨床現場の対処事例も紹介され、嚥下障

害に対処するための専門知識、技術と感性を知ることができました。 

※りくつな～とは、石川県の方言で、「良くできた、巧みな」という意味です。 
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６. 総務の活動 

 

東海北陸ブロック会議 

日 時：１０月１０日 １２：３０～１６：００ 

場 所：Ｗｅｂ会議（愛知県鍼灸師会 担当） 

 

日本鍼灸師会の現状説明では、要会長より新体制と事業の説明がありました。 

マイナンバーカードに保険証が組み込まれていくにあたって、保険が電子申請になって

いく準備をしていかなければならないということで、中村副会長から説明がありました。

どうしていくか質問があり、まだ時間があるので日本鍼灸師会と各県師会で連携をとって

考えていくことになりました。 

 新型コロナワクチン接種において、鍼灸師優先接種の実施の対応が大変だったのでそれ

についての各県師会の意見がありました。今後、このようなことが起きた場合、東海北陸

ブロックの各師会で意見を出し合い連携していくことになりました。 

 中央師会と各県師会とは今後Ｚｏｏｍによる会議、講習会等に取り組んで連携をしてい

くことに意見が纏まりました。 

 令和４年全国大会に関しては、（一社）愛知県鍼灸師会の長谷川 栄一会長から説明があ

りました。意見がたくさん出て連携を取らないといけないと結束した有意義な会議になり

ました。 

（日本鍼灸師会報より） 

第４回 理事会 

日 時：２月４日 ２０：３０～２２：００ 

場 所：オンライン会議（Zoom） 

参加者：定池、中村 智彦、金谷 繁治、尾坂、光井、上野 誠一郎、冨田、松田 

 

３月の学術講習会開催についてや、令和３年度事業報告、令和４年度事業計画案、日鍼

大会、総会日程、その他について話し合われました。 

 

第５回 理事会 

日 時：３月１８日 ２０：３０～２２：００ 

場 所：オンライン会議（Zoom） 

参加者：定池、中村 智、金谷 繁、尾坂、光井、上野 誠、冨田、松田 

 

令和４年度事業計画案承認についてや、令和４年度予算案承認について、その他、ＩＴ

関連について話し合われました。 
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石川県医療推進協議会 

日  時：１２月７日 １９：００～２０：３０ 

場  所：会場と Zoom でのハイブリッド形式 

参 加 者：定池、中村 智、金谷 繁 

 

 

７. おしらせ 

 

学術講習会の予定 

★第１回学術講習会 

 日  時：９月１８日（日） １３：００～１５：００ 

 題  目：こころとからだの鍼灸治療 

 講  師：南 治成先生 （南心堂鍼灸治療室） （公社）日本鍼灸師会 副会長 

 

★第２回学術講習会 

 日  時：１１月６日（日） １３：００～１５：００ 

 題  目：慢性痛に対するアプローチ 

 講  師：伊藤 和憲先生 （明治国際医療大学教授） 

 

★第３回学術講習会 

日  時：２月２６日（日） 時間未定 

題  目：コロナ感染後遺症による鍼灸治療について 

講  師：清野 充典先生 清野鍼灸整骨院 院長 

 

新型コロナウイルス関連（支援金） 

★事業復活支援金（経済産業省） 

申請期間：１月３１日（月）～５月３１日（火） 

申請方法は、ホームページ「事業復活支援金」で検索してください。 

 

★石川県 

申請期間：２月２１日（月）～８月１日（月） 

申請方法は、ホームページ「石川県事業復活支援金特設ホームページ」で検索してくだ

さい。 

 

※各自治体のホームページも御確認ください。 
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８. 輪島段駄羅 

 

会員の尾坂先生から、ツボにまつわる輪島段駄羅（だんだら）の句をいただきました。 

 

※段駄羅とは、輪島塗の職人の言葉遊びで、五七五調の一種の「段々付け」で、上の五字

と中の七字とで一つの意味を示し、その七字をもじって下の五字に結び、別の意味をもた

せるという趣向のものです。 

 

 

・咽喉痛む 

合谷いいね （ゴウコクイイネ） 

広告言い値 （コウコクイイネ） 

           付けられて 

 

・免疫に 

   足三里灸 （アシサンリキュウ） 

   あ、持参利休 （ア、ジサンリキュウ） 

           抹茶碗 

 

令和四年参月十二日 尾坂 昌彦 
 

 

いかがでしょうか？ 

中の句をモジって後の句につながっていますよね！ 

頭の体操にもなりそうですね (^-^; 

是非、皆様も作句してみてください。 
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あとがき 

 

 ２月に、当会会員の体験談として、鍼灸施術後に患者様から新型コロナウイルス感染の

連絡があり、その施術者がどのような行動をとったかを知ることができました。 

 施術所では、今後も同様の事が起こりうる可能性が高いと思います。まずは、保健所に

連絡をし、指示を受けることが重要です。そして、冷静な判断と対処をお願いいたします。 

また、ご自身の体調管理を怠らず、患者様の家庭環境等も鑑み変化を見落とすことなく、

日々の診療を行なう事を心掛けましょう。 

 

会報作成にあたり、原稿依頼及び取材に快く応じて下さいました会員の先生方にお礼を

申し上げます。 

会報に対するご意見、ご感想などございましたら広報部までお寄せ下さい。 

 今後とも、広報活動に対するご理解とご協力をよろしくお願い致します。 

 

 編集部長 冨田 あゆみ 

奥能登芸術祭２０２０＋より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「光の方舟（はこぶね）」           「私のこと考えて」 

 

 

 

 

 


